
役員候補者推薦委員の選出及び役割等に関する規則 

(目的) 

第１条 この規則は、会則第１１条にもとづき役員候補者推薦委員の選出及び役割等につ

いて定める。 

(選出方法) 

第２条 委員の選出は次による。ただし西柴団地自治会会員に限る。 

 （１）各ブロックから各２名（望ましくは男性１名、女性１名）を選出する。 

    各ブロック長は各ブロックに所属する以下のメンバーを招集し互選により委員を

選出する。 

    以下のメンバーは当該ブロックの副会長候補者の推薦に関して選出した委員に協

力する。  

必要に応じ推薦委員会がこれをサポートする。 

     ①自治会の部長・委員長（特別委員会も含む）・ブロック長 

     ②公的委員（西柴団地自治会選出の公的委員） 

     ③過去６年間の自治会の役員経験者 

     ④過去６年間の自治会の部長・委員長・ブロック会議長経験者 

     ⑤その他の人（ブロックの事情に詳しい人） 

 （２）本部会は（１）と重複しない人３名を選出する。 

     （自治会の事情に詳しい人、現職の役員は除く） 

(役割) 

第３条 委員の役割は次による。 

 （１）会則第８条にもとづき役員候補者を推薦する。 

（２）役員候補者を推薦する場合には 会長候補者を最初に推薦し、以後当該会長候補

者はオブザーバーとして委員会に参加できる。 

 （３）改選期以外の期間に、病気や事故などで役員に欠員が生じたり、欠員がなくても

役員を増員する必要が生じた場合は、自治会会長は推薦委員会に対し、欠員の補

充・増員の推薦を要請することができる。 

    推薦委員会はそれに対し、候補者を推薦しなければならない。 

    ただし、役員の選出は会則第８条にもとづくものとする。   

 （４）やむを得ない事情により委員会を欠席する場合は、委任状をもって出席に代える

ことができる。 

また、委員会での投票は無記名とし、委員会総数の過半数をもって決定する。 

(位置付け) 

第４条 委員会の位置づけは次による。 

  (１) 委員の任期は２年とする。ただし、再選可 

  (２) 委員長・副委員長・書記は委員の互選とする。 

  (３)  推薦委員に欠員が生じた場合は、委員長は自治会長と連絡をとり、直ちに後任を

補充しなければならない。 
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